
内
閣
衆
質
一
六
四
第
三
二
一
号

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
八
年
六
月
十
六
日
受
領

答

弁

第

三

二

一

号



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

極
東
国
際
軍
事
裁
判
所
条
例
第
五
条
（
ａ
）
に
お
い
て
、
「
平
和
ニ
対
ス
ル
罪

即
チ
、
宣
戦
ヲ
布
告
セ
ル
又
ハ
布
告
セ

ザ
ル
侵
略
戦
争
、
若
ハ
国
際
法
、
条
約
、
協
定
又
ハ
誓
約
ニ
違
反
セ
ル
戦
争
ノ
計
画
、
準
備
、
開
始
、
又
ハ
遂
行
、
若
ハ
右

諸
行
為
ノ
何
レ
カ
ヲ
達
成
ス
ル
為
メ
ノ
共
通
ノ
計
画
又
ハ
共
同
謀
議
ヘ
ノ
参
加
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

二
及
び
六
に
つ
い
て

国
際
法
上
の
侵
略
の
定
義
に
つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
確
立
さ
れ
た
定
義
が
あ
る
と
は
承
知
し
て
お

ら
ず
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
調
査
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
、
外
務
省
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
、
七
及
び
九
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
は
、
個
人
の
責
任
に
関
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

一



御
指
摘
の
行
為
は
、
大
日
本
帝
国
及
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
」
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
間
中
立
条
約
（
昭
和
十
六
年
条
約
第
六

号
）
に
違
反
し
た
行
為
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
原
告
と
し
て
の
身
分
を
有
し
た
」
の
意
味
が
明
ら
か
で
な
く
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二


